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一番の関心事は、いつ再稼働するのか？ 

昨年6月の時点では、平成29年度末に再稼働の予定 
けれでも、あと3ヶ月・・・ 
 
JRR-4, JMTRとは異なり、JAEA上層部はJRR-3再稼働
の意思を明確に示している！ 

2017.12.27現在 



再稼働した場合は、いままで通り使えるのか？ 

機器等の点検後異常が無ければ、今まで通り供用利用を開始 
（たぶん、1〜2サイクル後） 
 
ただし、従来よりは制約が大きくなると思われる 

例えば、 
・炉室内への可燃物・危険物の持ち込み制限 
・安全審査や常時立ち入り者証発行の厳格化 
・マンパワーの不足 



技術スタッフに現場の研究者を加え、5S (整理、整頓、清掃、清潔、躾) 
活動を実施 

      炉室／ビームホール内の可燃物や不要物の撤去 
現場の実験機器の動作確認  
安全な実験環境の整備 
      ユーザへの教育の徹底 
      試料や実験機器のデータベース化 
      試料／薬品のリスクアセスメント実施の義務化 

JRR-3の現状 

2010年度の定期検査中に、大震災発生 
物理的な損傷は軽微、復旧済  
新規制基準下での早期運転再開を目指し、
環境整備中 



Before 5S After 5S 

Before 5S After 5S 

JRR-3炉室 

床が見えるようになった！ 



Before 5S After 5S 

新たな保管スペースへ移動 

可燃部／不要物の搬出 
物品保管場所／一時置き場を整備 
整理、整頓、清掃を定期的に実施 

JRR-3ビームホール 



最期に 

我々研究者、技術スタッフ他、JRR-3の再稼働を目指し、日々
活動を続けています。 
 
ユーザーの皆様からの支援や熱い思いは、再稼働への後押し
になります。今後もご協力・ご支援をお願いします。 
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